
 
        

 
                 
 

 

そしてチームメンバーの中心は“患者さん”であるということを常に意識し、チームメンバーの”

共通した目標”に向かって妊娠分娩管理、診断、治療を行います。チームメンバーの中心である患

者さんの意思、ご希望などを尊重し、また意思決定ができるように、診断や治療についての説明、

情報提供を丁寧に行うよう心がけています。 

産科診療においては多くの診療科を有する大学附属病院の特色を生かし、合併症を有する妊娠、

分娩管理についてはそれぞれの疾患に合わせ、該当診療科、センターなどの協力をえて診療にあた

ります。特に生殖年齢女性に比較的多く見られる甲状腺疾患や膠原（こうげん）病などはそれぞれ

甲状腺センターや内科の担当医師、最近増加傾向にある精神疾患合併妊娠についてはメンタルケア

センターとそれぞれ協同して診療にあたっています。 

もちろんリスクの無い妊娠、出産も行っています。この場合は地域のクリニックの先生がたのご

協力のもと、通常の健診は近隣のクリニックで行っていただくセミオープンシステムを採用してい

ます。もちろんかかりつけのクリニックが休診の時や、健診受診中に何らかの心配事が見つかった

場合などは当院で引き継いで対応しますのでご安心ください。問題がない場合は妊娠９か月以降か

ら出産、産後まで当院で担当いたします。 

また無痛分娩の要望の高まりを受け、昨年から当院でも年間 300 件以上の実績を誇り、周産期

専門医の資格を持つ麻酔科医師が主体となって行う麻酔管理の元で、無痛分娩を開始いたしまし

た。ご希望される妊婦さんには、安全第一をモットーに行っております。出生前検査・診断につい

ても臨床ゲノム遺伝センターと緊密に連携して診療にあたっています。 

婦人科診療では従来からの子宮筋腫などに対する内視鏡手術に加え、さらに体に負担の少ないロ

ボット手術も行っています。当院産婦人科では、安全で安心な医療を実行できるよう日々診療にあ

たっていますので安心して受診していただければ幸いです。 
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＜市塚 清健 教授＞ 

 2023 年 4 月より産婦人科診療科長を務めている市塚清健です。今回

は、当院産婦人科で心がけていることや診療内容についてご紹介させて

いただきます。 

当院産婦人科では、女性の一生を取り扱う「女性科」として、妊娠・出

産、子宮筋腫や卵巣腫ようなどはもちろん、すべての年代の女性に見られ

る疾患の診断・治療を通して、“患者さんが心身ともに健康であること”

を職員と患者さんの“共通した目標”としています。診療には、患者さん

の個々の状況を見極め、大学病院の特徴を活かしながら状況に合わせ産

婦人科医師をはじめ、他診療科医師、看護師、助産師、薬剤師、カウンセ

ラーなど様々な職種の職員がチームを形成します。チームのメンバーは

それぞれに形成されたチームが最も有効かつ安全に機能できるよう、そ

れぞれ与えられた役割を責任持って確実に実践できるよう、情報の共有

を密に行いながら診療にあたっています。 

P１． 【巻頭言】―安全で安心な診療を目指して－ 

P２～３． 【医学講座コーナー】前十字時じん帯損傷の治療 

P４． 【お知らせ】春期市民公開講座・消防訓練を実施しました 

P５． 患者さんからのご意見・ご要望 

P6． 【お知らせ】7 月度がんサロン開催について・七夕の竹設置について 

 【編集後記】 



 

  
（整形外科 准教授 藤巻良昌） 

 

前十字じん帯損傷はスキー、バスケットボール、バレーボール、サッカー、ラグビー、

アメリカンフットボールなど、『ジャンプ着地』・『急な停止や方向転換』・『他プレーヤー

との接触』などの動作が多いスポーツでよく起こります。スポーツによる膝の怪我の中

では、手術が必要となることが最も多い外傷です。 

 【医学講座コーナー】前十字時じん帯損傷の治療 

前十字じん帯は膝関節のほぼ中心に存在します。大たい骨（ふともも）と、けい骨（す

ね）をつなぎ、けい骨が過度な前方移動や回転をしないようにする役割を果たしていま

す。 

 

   

損傷時には『ブツッ』『グキッ』など断裂音とともに強い痛みを感じることが多く、関

節内出血により膝が腫れてきます。傷を負ってから 3 週程度で膝の痛みや腫れが引いて

きて日常生活程度の動作には支障をきたさなくなることもありますが、不安定さが残る

とスポーツ活動は困難です。また歩き始めの不安感やガクッと膝がずれる感じが起こり

やすくなるため、この状態を放置していると半月板や軟骨を損傷し、二次的な変形性膝

関節症の原因となったりします。 

   

問診や患部と思われる部位を動かす徒手（としゅ）検査に加え、レントゲン、MRI 検

査などを用いて、合併損傷などがないか慎重に検査を行った上で診断し、最適な治療方

法を検討します。高齢の方や活動性の低い方には保存治療を選択することもありますが、

一般的には手術治療を選択します。 

   



 
 

（整形外科 准教授 藤巻良昌） 

 

 【医学講座コーナー】前十字時じん帯損傷の治療 

 

前十字じん帯は前内側線維と後外側線維という 2 つの成分から成っており、当科では

これらの形を復元するように、ご自身の膝屈筋腱（膝を深く曲げるときに主に使われて

いる筋・腱）を用いる“解剖学的二重束再建”を行っています。この手術では、大たい

骨とけい骨の、もともとの前十字じん帯が付着していた位置の骨にそれぞれ穴を作成し、

採取した腱を加工してそこに通すことでじん帯を再建します。場合によっては、しつが

いじん帯（ももからひざのお皿の内側のじん帯）を採取して再建する方法もあります 

この手術では、主に関節鏡を用い、傷を小さく目立たないように工夫しています。 

 

入院は約 10 日～2 週間です。手術翌日よりリハビリテーションを開始し、３～４週

で杖なし歩行、3 ヵ月程度でジョギングを開始し装具も不要になります。一般のスポー

ツであれば 6 カ月程度での復帰を目指します。術後再断裂や再建じん帯の緩みを予防す

るため、激しい運動への復帰は 8 か月以降を推奨しています。 

前十字じん帯損傷を疑ったらまずは受診し、ご相談ください。   



 

 

 

 

 

 【お知らせ】春期市民公開講座を開催しました

 

この度、コロナウイルス感染症のまん延により実地での開催を見合わせておりました、消防

訓練を行いました。今回は、主に新入職員を対象に、職員が消火訓練や煙体験訓練に参加しまし

た。 

当院は災害拠点病院として引き続き災害対策に注力し、より質の高い医療を提供して参りま

す。 

 

5 月 20 日（土）に市民公開講座を開催いたしました。今回の公開講座もオンライン開催と

なり、当日は約 100 名の皆様にご参加いただき、好評のうちに終了いたしました。ご参加い

ただいた皆様には、この場を借りて御礼申し上げます。 

講演の録画は今後ホームページ及び下記 YouYube チャンネルにて公開予定でございます。 

左から 

栄養科 中田美江 管理栄養士 

泌尿器科 冨士幸蔵 教授 

眼科 藤澤邦見 教授（司会） 

 

講演テーマ 

第一部「前立腺がんってどんな病気？」 

泌尿器科 冨士幸藏 教授 

第二部「食は医なり」 

栄養科 中田美江 管理栄養士 

〈当院公式 YouTube チャンネル〉 

 

 【お知らせ】消防訓練を実施しました

 

◆体験訓練（煙ドーム） 

 

◆体験訓練（消火器） 

 



 

 

 

  

 

ご意見・ご要望 回答・改善等 

スマホ１人１台のこの時代にあわ

せて、フリーWi-Fi にしてほし

い。 

長期入院のため、とても不便。他

の病院では取り入れている所も多

い。 

ご意見ありがとうございます。 

Wi-Fi の設置につきまして、今年度中に実施する予定です。

今しばらくお待ちいただけますようお願いいたします。 

（回答部署：管理課） 

救急外来の処置ベッドにナースコ

ールがなくて困りました。設置で

きないのであれば、せめて看護師

が声をかけられるところにいてほ

しいです。 

この度は不安な思いをさせてしまい誠に申し訳ございませ

んでした。 

救急外来は、建物の構造的にナースコールの設置ができま

せん。そのため、処置中の患者さんには「ワイヤレス呼び

鈴」をお渡しして対応することにしております。 

この度は、その「呼び鈴」をお渡しすることを失念してし

まったと思われます。 

今回のことを部署内で共有をし、スタッフ一同、再発防止

に向けて徹底してまいります。貴重なご意見ありがとうご

ざいました。 

（回答部署：看護部） 

外来診療での順番待ちについて。 

掲示盤の番号を見て入る仕組みで

すが、場所によって全く見れませ

んし、混雑時は離れている席から

何回も掲示盤を見に行くのは難し

いです。 手元のスマホで確認でき

るようにするとか、別の機械を受

付時に渡し、呼出し音などで中に

入れるようにしていただけますと

大変助かります。 

大変ご不便をおかけして申し訳ありません。 

昭和大学の附属病院では、大切な患者さんの個人情報を保

護するため、電子カルテなどの内部のシステムは、外部シ

ステム(インターネット)と繋がらないようにしています。 

そのため、携帯端末等への通知は現在検討しておりませ

ん。 

ご不便をおかけし申し訳ございませんが個人情報保護のた

め、ご理解くださいますようお願いいたします。 

（回答部署：医事外来課・医療情報室） 

日々患者さんより、ご意見箱にいただきましたご意見･ご要望に関しましては、病院長及び関

連する部署の責任者に報告し、改善に努めております。今までのご意見の中で多くいただいたも

のや最近のご意見･ご要望を中心に、改善策を掲載させていただきました。 

掲載されていない内容についても別途対応しております。 

今後もお気付きの点やご要望をお聞かせくださいますようお願い申し上げます。 

 患者さんからのご意見・ご要望 
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新型コロナウイルス感染症が 5 類感染症になり、制限の無い 7 月を迎え、これから楽しい夏

本番です。 

そんな暑さが本格的になる 7 月には土用の丑の日にうなぎを食べるという習慣があります。 

なぜ「土用の丑の日」にうなぎを食べるのでしょう。諸説ありますが、江戸時代の学者平賀源内

が、夏場苦戦していたうなぎ屋さんに（うなぎの旬は秋冬）、「本日土用の丑の日」とお店に貼り

出すようアドバイスしたところ大繁盛。そこから始まったとか。 

また、「丑の日」は災難を受けやすいと言われ、「丑」にちなんだ「う」のつく食べ物（うなぎ、

うどん、梅）で縁起を担ぐ。丑の方角の守護神「玄武」が黒の神様である事にちなんで「黒い」

食べ物（ドジョウ、シジミ、ナス、黒豆）で厄除けをする習わしがあったと言われています。 

いずれにせよ昔からの言い伝えに感謝しつつうなぎに舌鼓を打つのもいいですね。 

疲れを吹き飛ばしましょう!7 月の土用の丑の日は 7 月 30 日です。 

（地域医療連携室 鈴木令子） 

 

 編集後記 

 【お知らせ】7 月度 がん患者サロン「きぼう」 

開催日時：7 月 20 日（木）14：00～15：00（予定） 

開催方法：中央棟 9 階会議室（オンライン参加可能） 

ミニレクチャー：「治療による外見の変化 

（脱毛、皮膚や爪の変化など）」 

（申込方法については、右記 QR コード 

または 病院ホームページをご覧ください。） 

お問い合わせ：中央棟 1 階 100 番  

総合サポートセンター・がん相談支援センター 

045-949-7000（代） 

 

 

 

 【お知らせ】七夕の竹を設置しました 

中央棟１階ホスピタルストリートに七夕用の竹を設置しまし

た。当院で毎年七夕に設置している竹は当院敷地内から切り出

した「当院生まれ」の竹です。竹は冬の寒さにも強く、まっす

ぐ育つ生命力があることから、昔から「魔除け」の力があると

考えられてきたそうです。 

短冊を用意しておりますので、たくさんの「願い事」をお待ち

しております。 

 

https://www.showa-u.ac.jp/SUHY/
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